
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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均

古川市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
■財政力指数
　・　退職者補充の抑制や投資的経費の圧縮など歳出の削減を図ってきたことから、財政力指数は微増傾向にある。
■経常収支比率
　・　ゴミ焼却施設の公債費の償還金発生により一部事務組合負担金が増加したことや、給付費の増加に伴い介護保険や
    国民健康保険などの特別会計への繰出金が増加したことなどにより、前年度と比較して６.６％と大幅に増加している。
　　　平成１８年３月３１日には１市６町での合併が控えており、将来的には職員数の減による人件費等の削減が期待できる
　　など、長期的には経常収支比率が低下していくよう努める。
■ラスパイレス指数
　・　定数内特昇の未実施等により、ここ数年指数は減少傾向にある。今後は高年齢層の昇給、特殊勤務手当の運用等給
　　与制度の見直しを図り、より一層の適正化に努める。
■起債制限比率
　・　地方債発行額の抑制等により、比率は減少傾向にある。
■人口１人当たり地方債
　・　平成１３年度に策定した財政健全化推進計画に基づき、計画事業の廃止、縮小などを図ってきたことなどから、類似団
　　体平均を下回っている。今後、合併特例事業等により地方債現在高が上昇することが予想されるため、引き続き現在高
　　を考慮しながら発行を行っていく。
■人口１，０００人当たり職員数
　・　財政健全化推進計画に基づき、職員数の削減に努めてきたことなどから、類似団体平均を下回っている。（１０年間で
　　７０人の削減目標、Ｈ１６までの４年間で４８人減員、達成率６９％）今後は定員適正化計画を策定するとともに、業務の
　　見直し、民間委託等を視野に入れ、時代の流れにあった柔軟な定員管理に努める。


